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２
月
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
委
員 

９
名
、
執
行
部
５
名
、事
務
局
随
行
２
名
で
、

愛
知
県
弥
富
市
・
碧
南
市
を
視
察
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

■
愛
知
県
弥
富
市 

【
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
】 

 

弥
富
市
は
、
愛
知
県
の
南
西
端
、
名
古
屋

市
か
ら
20
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
面
積
は 

約
48
㎢
、
人
口
は
約
４
万
３
千
人
で
す
。 

全
国
的
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
弥
富

市
に
お
い
て
も
児
童
数
が
減
少
し
続
け
て

お
り
、
将
来
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。 

文
部
科
学
省
は
、
小
学
校
の
適
正
規
模
に

つ
い
て
、
児
童
が
多
様
な
価
値
観
や
考
え
方

に
触
れ
な
が
ら
人
間
関
係
を
築
き
、
集
団
の

中
で
社
会
性
や
協
調
性
を
育
む
た
め
に
は
、

一
定
規
模
以
上
の
集
団
が
必
要
で
あ
り
、 

１
学
年
２
学
級
以
上
が
望
ま
し
い
と
し
て

い
ま
す
。 

弥
富
市
で
は
、
小
規
模
小
学
校
４
校
が 

い
ず
れ
も
全
児
童
数
100
人
未
満
、
全
学
年

単
一
ク
ラ
ス
と
な
る
状
況
で
あ
る
こ
と
や
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
統
合
を
望
む
声
が
多
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
４
校
を
統
合
し
、

令
和
10
年
４
月
に
新
た
な
小
学
校
を
開
校

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

    

新
た
な
小
学
校
は
、
既
存
の
小
学
校
を 

大
規
模
改
修
・
増
築
し
て
整
備
す
る
こ
と
と

し
、
建
設
コ
ス
ト
の
抑
制
や
工
期
短
縮
を 

図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
同
校 

敷
地
は
海
抜
が
低
く
、
水
害
時
の
安
全
性
を

懸
念
す
る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
校
舎

の
か
さ
上
げ
や
止
水
板
の
整
備
な
ど
、
防
災

面
に
配
慮
し
た
対
策
を
講
じ
、
市
民
の
理
解

を
得
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

統
合
に
伴
い
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
、
バ
ス
停
候
補
地
を
保
護
者
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
し
ま
し
た
。 

な
お
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
の
課
題
と
し
て

は
、
財
政
的
負
担
の
ほ
か
、
学
年
に
よ
っ
て

下
校
時
刻
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
運
行
ル

ー
ト
の
設
定
、
運
転
手
の
確
保
な
ど
が
あ
り
、

現
在
検
討
中
と
の
こ
と
で
し
た
。 

本
市
は
弥
富
市
に
比
べ
面
積
が
広
い
た

め
、
同
様
の
取
組
を

行
う
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

少
子
化
と
い
う
共
通

の
課
題
に
対
し
、 

教
育
環
境
の
質
の 

維
持
を
目
的
に
規
模

の
適
正
化
を
進
め
て

い
く
点
に
つ
い
て
は
、

大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。 

   

 

■
愛
知
県
碧
南
市 

【
保
育
園
の
統
合
に
つ
い
て
】 

碧
南
市
は
、
愛
知
県
の
南
西
部
、
名
古
屋

市
か
ら
40
㎞
圏
内
に
位
置
し
、
面
積
は
約

37
㎢
、
人
口
は
約
７
万
２
千
人
で
す
。 

碧
南
市
で
は
、
同
一
小
学
校
区
内
に
あ
る

公
立
の
幼
稚
園
と
保
育
園
を
統
合
し
、
令
和

10
年
度
に
民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
を
開
園

す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
計
画
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
施
設
の

老
朽
化
や
園
児
数
の
減
少
に
加
え
、
３
歳
未

満
児
の
保
護
者
の
就
労
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
が 

挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

公
立
で
整
備
す
る
場
合
、
施
設
整
備
費
や

運
営
費
は
全
額
市
の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

民
間
で
整
備
す
る
場
合
は
、
国
・
県
の
補
助

金
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
の
財
政 

状
況
を
考
慮
し
、
民
間
に
よ
る
整
備
を
進
め

る
方
針
と
な
り
ま
し
た
。
用
地
は
、
土
地 

開
発
公
社
が
所
有
し
て
い
る
集
合
保
留
地

を
活
用
す
る
と
の
こ
と
で
す
。 

碧
南
市
は
交
付
税
不
交
付
団
体
で
あ
る

も
の
の
、
今
後
大
幅
な
歳
出
増
と
歳
入
減
が

見
込
ま
れ
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
が
令
和

10
年
度
末
に
は
枯
渇
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
令
和
７
年
９
月
に
財
政
非
常 

事
態
宣
言
を
発
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う 

 

な
背
景
も
、
本
計
画
を
検
討
す
る
要
因
の 

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
碧
南
市
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の 

被
害
想
定
区
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、 

防
災
対
策
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
の
方
の

一
時
避
難
所
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う

な
施
設
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

本
市
と
比
べ
、
碧
南
市
で
は
園
の
人
数 

規
模
が
大
き
く
数
は

少
な
い
と
い
っ
た
違

い
は
あ
る
も
の
の
、

施
設
の
老
朽
化
や
園

児
数
の
減
少
と
い
っ

た
状
況
は
共
通
し
て

お
り
、
本
市
の
保
育

園
の
統
廃
合
を
検
討

す
る
上
で
、
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

 ■
視
察
を
終
え
て 

 

今
回
視
察
し
た
両
市
は
、
積
極
的
に
公
共

施
設
の
統
合
を
進
め
て
お
り
、
参
考
と
す
べ

き
点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
両
市
と

も
災
害
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
の
施
設
整
備
に
お
い
て
必
要 

不
可
欠
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。 

今
回
の
視
察
事
項
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

委
員
会
の
取
組
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

弥富市 


